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 　２００７年９月６日
信越化学、ドイツで医薬用メチルセルロース生産へ

信越化学工業（本社：東京、社長：金川千尋）は、２００９年４月を目途に医薬用メチルセルロースの生産をドイツの子会社のSE タイローズ（SE Tylose GmbH & Co.KG）で開始する。今回の増強により、日本の直江津工場（新潟県上越市）と併せ、医薬用メチルセルロースの生産拠点の複数化を図る。また直江津工場でも２００８年１０月を目途に、医薬用メチルセルロースの生産能力を増強する。

SE タイローズでは、建材用メチルセルロースの生産能力も増強する。医薬用メチルセルロース製造設備の新設と併せ、同社のメチルセルロースの生産能力は年産約１万トン増加し、年産約５万トンとなる。今回の増強に要する投資金額は、日独合わせ総額およそ３００億円を予定している。

信越化学では、今年３月２０日に直江津工場のセルロース製造設備において爆発火災事故が発生し、同工場における全てのセルロース製造設備の操業を停止した。爆発したＭＣ－Ⅱ工場を除く製造設備は５月後半より順次操業を再開したが、需要家をはじめとする皆様に多大なご迷惑をお掛けすることとなった。

SEタイローズでは、従来より主に建材用のメチルセルロースを生産していたが、医薬用のメチルセルロースの生産は行っていなかった。今回の直江津工場事故による影響を鑑み、安定供給を確保するため、医薬用メチルセルロースについても新たにSEタイローズでの生産を開始する。

また直江津工場でも、旺盛な需要に応えるため、既存の工場などで医薬用セルロースの生産能力を増強する。今回の日独における生産能力の増強により、信越化学のメチルセルロース全体の生産能力は年産約７万トンとなる。

セルロース誘導体はパルプを主原料とする水溶性高分子で、主に建材用、医薬用に使われるほか、食品、トイレタリー、土木など幅広い分野で使用されている。現在、信越グループは医薬用で世界シェアトップ、建材用でも世界トップクラスのシェアを有している。今回の増強を機に、医薬、建材、その他の用途の各分野において二極体制のメリットを生かし、安定供給に努めるとともに世界シェアの拡大を目指す。
以上

この件に関するお問い合わせは
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